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abstract

f ∈ L1(Rn)に対して，us = Psf を次の熱方程式の解とする：{
∂sus = ∆us − ⟨∇us, x⟩
u0f = f

.

このとき (Psf)s≥0はOrnstein–Uhlenbeck半群と呼ばれる．Ornstein–Uhlenbeck半
群は次の hypercontractivityを満たす．
Theorem 0.1 ([1]). s > 0, p, q ∈ R \ {0}は q−1

p−1 ≤ e2s をみたすとし，f ∈ Lp(Rn)

は非負値関数とする．このとき

(1) 1 < p < qのとき，
∥Psf∥Lq(γ) ≤ ∥f∥Lp(γ).

(2) −∞ < q < p < 1のとき，
∥Psf∥Lq(γ) ≥ ∥f∥Lp(γ).

ここで γ = (2π)−
n
2 e−

1
2 |x|

2

dxは標準正規分布を表す．

本講演で紹介する結果は，次の (2)の hypercontractivityの改良である．
Theorem 0.2 ([2]). s > 0,−q < q < 0 < p < 1は q < 1− e2s, 1− e−2s < pを満た
すとし，f ∈ Lp(Rn)は非負値対称関数とする．このとき

∥Psf∥Lq(γ) ≥ ∥f∥Lp(γ).

主結果を満たす (p, q)は
q − 1

p− 1
≤ e4s

を満たす範囲を動くため，既存の hypercontractivityの改良になっていることがわか
る．本講演では，主結果の意味や面白さなどを紹介できればと思う．本講演は中村昌
平氏（University of Birmingham）との共同研究に基づく．
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